








(要約)9例の逆流腎症と,4例の尿路感染症患児にDMSAによる腎シニンチグラムを施行した。

scarringの存在が疑われる患側腎におけるDMSA摂取率は,存在しないと思われる健側腎に

比し有意に低値を示した。逆流防止手術後の DMSAscan 所見と IVP 所見は,良く一致してい

た。また DMSAscan 所見が診断上重要であった症例を提示し,IVP,レノグラム所見と比較し,

その臨床的意義を検討し有用性を確認した。 


